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学位論文内容の要旨
これまで､がん･LlTi息に対する患者の心倭的反.にごに番目したT,r死はみられるものの､初ガJ
のがんに軋党をあてIlt研先は控とんどみられないOそこで今臥 ステ-ジtという初,mの
柄,Wで手術を受けた碍がん拙者が病気を受けとめていくプr=1･哲スを明らかにすることをEl
的に研究を^行った｡I-F･銅 臭51F-以内である27名の研究協力者から半場造化誘扱性によりデ
ータL扱黙し､修il=臓/ラウンデッド･セオリー ･アブ｡一･チを用いて分析したO掃気を受
けとめるプT7セスは､【がん捨断 こよりfiB定されたJ生に虻両】するが､『偶然戻った生に気
づくi]ことを達て､【取り戻せた生を生きるト-の封 じであっTL そしてその変化には､【が
ん診断と手術にJ二り変化した生活の囲役】と､lFI常性の回櫨】による 『初期のがんであ,3
たことの恩恋を受け取る1,.ことが必要であ コーた｡本研究の諸県から､看護支援として.変
化した生活の匝慨 のための,具体的方略U)提示と､いつでもアクセスできる貼附 こよる長瑚
網に対応した内容のr7割丑供が求められていることが示唆された.,
論文審査の結果の要旨
ステージ l(初期)宵がん盛者 /Jt病気を受けとめるプロセスを明らかに した研究
である■ヾ 本訴兜がデ -ータ分析平淡 として採用 した修正版クラウンヂッド･セオリー
･アプローチの壊咽者である木-f'氏が独胡 している分析テーマの朝睦化がなされて
いないため.データのどの軸力に注目して得 られた分析結腰であるのか､また明 ら
かにしたいプロセスの始点が どこなのかが不明砕であるという練潜が指摘された｡
さらに.カ･71ゴリー 名 が,不している現象がわか りにくい､手術敗者が鮒象であるが
l手術｣ という出来事が結果回のどこに位置づ くのか不明との指摘もあった｡
しかし､早期がん患者に着日した研兜が少ない現状にあって､早期の･がん発見の
恩恵に感謝 して前向きに生きる患者の婆が浮き彫 りになったUこれにより､腎がん
検診受診率同上を啓雅するときのエビヂンス､すなわち検診受診の意義の実例とし
ても木研究結果を使 うことができるとい う点で礼金的意並のある研究と考えるb
以 卜のことから､博士学位飽文として滴切であると判断 した.
